
67

神奈川自然誌資料 (45): 67–69, Mar. 2024

東京湾の谷津干潟の魚類相の追加と訂正

荒尾一樹・馬渡和華・永井祐紀・伊藤美信

Kazuki Arao, Kazuka Motai, Yuuki Nagai and Minobu Ito: Additions and Corrections to 
Ichthyofauna of Yatsu Tidal Flat in Tokyo Bay

緒言

　ラムサール条約登録湿地である谷津干潟は、東京
湾に位置する面積約 40 haの潟湖である（荒尾ほか , 
2022）。習志野市谷津干潟自然観察センターでは、谷津
干潟の魚類相を把握するために 2017年から調査を開
始し、荒尾ほか（2019）および荒尾ほか（2020, 2021, 
2022）により合計 14目 37科 60種の魚類が標本と写
真に基づいて報告された。今回、トビウオ科未同定属
未同定種 Exocoetidae, indet. gen. & sp.およびヒモハゼ
Eutaeniichthys gilli Jordan & Snyder, 1901、アイゴ Siganus 
fuscescens (Houttuyn, 1782) の 3種の出現を新たに確認し
たため、標本と写真に基づいて報告する。また、荒尾
ほか（2020）で報告したミミズハゼ Luciogobius guttatus 
Gill, 1859はイソミミズハゼ L. martellii Di Caporiacco, 
1948に再同定されたのであわせて報告する。

材料と方法

　採集調査は谷津川へと接続する谷津干潟内の澪筋（図
1）において、2022年 8月 31日と 2023年 9月 5日に手
網を使用して行った。採集された魚類は 10 %ホルマリ
ン水溶液で固定し、証拠標本とした。標本は 70 %エタ
ノール水溶液に置換した後、神奈川県立生命の星・地球
博物館の魚類標本資料（KPM-NI）として登録・保管した。
また、2018年 9月 8日と 2021年 10月 20日に谷津干潟
で写真により新たに記録された魚類についてもあわせて
報告する。証拠写真は同館の魚類写真資料（KPM-NR）
として登録・保管した。なお、標本と写真の資料番号は、
電子台帳上ではゼロが付加された 7桁の数字が使用され
ているが、ここでは資料番号として本質的な有効数字だ
けを記した。種の同定および配列、和名、学名は、本文
中に明記したものを除き、中坊編（2013）に従った。標
準体長（体長）の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位ま
で行った。

結果

　本調査で未同定属未同定種を含む 2目 3科 3種の魚類
を新たに確認した。荒尾ほか（2019）および荒尾ほか（2020, 
2021, 2022）とあわせると、谷津干潟で確認された魚類
は合計 14目 38科 63種となった。以下、3種について標本・
写真情報と、確認状況、東京湾での出現状況などを記す。

ダツ目　Beloniformes
トビウオ科　Exocoetidae

トビウオ科未同定属未同定種　Exocoetidae, indet. gen. & sp.
　
写真：KPM-NR 243612、2018年 9月 8日、千葉県習志野市、
谷津干潟、岩崎結芽撮影（図 2A）。
備考：谷津川付近で 1個体が撮影された。標本が得られ
ず、背面の写真しかないため、トビウオ科未同定属未同
定種とした。トビウオ科魚類は東京湾からアヤトビウオ
Cypselurus poecilopterus (Valenciennes, 1847) やトビウオ
C. agoo (Temminck & Schlegel, 1846)、ツクシトビウオ C. 
doederleini (Steindachner, 1887) が記録されており（河野
監修 , 2011）、谷津干潟からはアヤトビウオ（荒尾ほか , 
2019）とウチダトビウオ C. naresii (Günther, 1889)（荒尾
ほか , 2020）が確認されている。

スズキ目　Perciformes
ハゼ科　Gobiidae

ヒモハゼ　Eutaeniichthys gilli Jordan & Snyder, 1901
　
標本：KPM-NI 77391、1個体（体長 39.0 mm）、2022年
8月 31日、千葉県習志野市、谷津干潟、手網、永井祐紀
採集（図 2B）；KPM-NI 77337、1個体（体長 35.8 mm）、
2023年 9月 5日、千葉県習志野市、谷津干潟、手網、永
井祐紀採集（図 2C）。
備考：東京湾全域から採集記録がある（河野監修 , 
2011）。環境省（2020）により準絶滅危惧に選定されている。

報　告
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アイゴ科　Siganidae
アイゴ　Siganus fuscescens (Houttuyn, 1782)

写真：KPM-NR 243613、2021年 10月 20日、千葉県習
志野市、谷津干潟、佐藤卓司撮影（図 2D）。
備考：谷津干潟でダイサギ Ardea alba Linnaeus, 1758に
捕食されている 1個体が撮影された。東京湾では岩礁域
や漁港、アマモ場などで見られる（河野監修 , 2011）。

訂正

スズキ目　Perciformes
ハゼ科　Gobiidae

イソミミズハゼ　Luciogobius martellii 
Di Caporiacco, 1948

標本：KPM-NI 52848、1個体（体長 53.8 mm）、2019年
5月 31日、千葉県習志野市、谷津干潟、手網、荒尾一樹
採集（図 2E）；KPM-NI 52853、1個体（体長 51.5 mm）、
2019年 6月 14日、千葉県習志野市、谷津干潟、手網、
荒尾一樹採集（図 2F）。
備考：荒尾ほか（2020）ではミミズハゼ L. guttatus Gill, 
1859として報告されたが、渋川ほか（2019）に従って
検討した結果、イソミミズハゼに再同定されたので訂正

する。調査標本（図 2E，F）の背鰭基部後端から下尾骨
後端を通る垂線までの距離（水平長）は背鰭基部長より
短く、イソミミズハゼの特徴を示した。
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図 1. 調査地点 .
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図 2. 谷津干潟で新たに確認された魚類 . A: トビウオ科未同定属未同定種 Exocoetidae, indet. gen. & sp., KPM-NR 243612; B: ヒモハゼ
Eutaeniichthys gilli, KPM-NI 77391, 体長 39.0 mm; C: ヒモハゼ E. gilli, KPM-NI 77337, 体長 35.8 mm; D: アイゴ Siganus fuscescens, 
KPM-NR 243613; E: イソミミズハゼ Luciogobius martellii, KPM-NI 52848, 体長 53.8 mm; F: イソミミズハゼ L. martellii, KPM-NI 
52853, 体長 51.5 mm.
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